
さがみ信用金庫総合企画部　
調査日 令和4年9月上旬
調査地域 小田原市、南足柄市、秦野市、足柄上郡、足柄下郡、中郡

全調査先数 当庫取引先317社

調査対象 当庫取引先314社（製造業27.4%、卸売業11.1%、小売業16.6%、サービス業18.5%、建設業18.5%、不動産業8.0%）

有効回答率 99.1%

分析方法

1．概　況

業種別業況天気図 令和3年
7月～9月

令和3年
10月～12月

令和4年
1月～3月

前期
令和4年
4月～6月

今期
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7月～9月

来期見通し
令和4年
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製 造 業

卸 売 業

小 売 業
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建 設 業

不 動 産 業

好調  ← →   低調

第１８９回中小企業景気動向調査（県西地区）結果速報
                （ 令和４年７月～９月期実績 と 令和４年１０月～１２月期の見通し ）

各質問項目で、「増加（上昇）」したとする企業が全体に占める構成比と、「減少（下降）」したとする企業の構
成比との差（ＤＩ・判断指数）を中心にして分析を行いました。

　来期については、業況ＤＩは9.8ポイント改善の▲20.1となる見通しです。また、売上ＤＩは7.0ポイント改善の8.0となり、
収益ＤＩは6.1ポイント改善の▲7.3となる見通しです。
　業種別では、「製造業」・「卸売業」・「小売業」・「不動産業」は業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩがそれぞれ改善となる見通し
です。「サービス業」・「建設業」は業況ＤＩは改善となり、売上ＤＩ・収益ＤＩは悪化となる見通しです。

業況ＤIは悪化、売上ＤＩは改善、収益ＤＩはやや改善

　　「第189回中小企業景気動向調査」によると、景況感を表す業況ＤＩは前期比3.6ポイント悪化の▲29.9となりました。
また、売上ＤＩは8.0ポイント改善の1.0となり、収益ＤＩは2.8ポイント改善の▲13.4となりました。

　業種別の状況については、「製造業」・「建設業」は業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩがそれぞれ改善となりました。その一方
で「小売業」・「不動産業」は業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩがそれぞれ悪化となりました。また、「卸売業」は業況ＤＩ・売上ＤＩ
は悪化、収益ＤＩは改善となり、「サービス業」は業況ＤＩは悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となりました。
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　　２．業種別の特徴（業況ＤＩ ・ 売上ＤＩ ・ 収益ＤＩ）

製造業

卸売業

小売業

(業況ＤＩ)　前期比2.6ﾎﾟｲﾝﾄ改善の▲19.8、来期見通し▲1.2業況ＤＩはやや改善、売上ＤＩ・収益ＤＩは改善

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。

業況ＤＩは悪化、売上ＤＩはやや悪化、収益ＤＩは改善 (業況ＤＩ)　前期比8.6ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲34.3、来期見通し▲34.3

　　来期については業況ＤＩは横這いとなり、売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。

業況ＤＩは悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩはそれぞれ大幅悪化 (業況ＤＩ)　前期比9.6ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲36.5、来期見通し▲28.8

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。
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ｻｰﾋﾞｽ業

建設業

不動産業 (業況ＤＩ)　前期比27.8ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲24.0、来期見通し▲8.0

(業況ＤＩ)　前期比2.3ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲37.9、来期見通し▲36.2

　　来期については業況ＤＩは改善となり、売上DI・収益ＤＩは悪化となる見通しです。

業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩはそれぞれ大幅悪化

　　来期については業況ＤＩは改善となり、売上ＤＩ・収益ＤＩは悪化となる見通しです。

業況ＤＩはやや悪化、売上ＤＩは大幅改善、収益ＤＩは改善

(業況ＤＩ)　前期比5.2ﾎﾟｲﾝﾄ改善の▲31.0、来期見通し▲20.7業況ＤＩは改善、売上ＤＩ・収益ＤＩは大幅改善

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益DIは改善する見通しです。
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　　３．特別調査　　

≪問1≫

≪問2≫

≪問3≫

貴社ではSDGｓについてどのような認知度にありますか。またどういった機関から情報を
得ていますか。

貴社が行っている、SDGｓの理念と一致する取組みについてお答えください。（最大3つま
で回答）

「中小企業におけるSDGｓ（持続可能な開発目標）の取組状況について」

貴社では、企業がSDGｓに取組むことについてどのような印象を持っていますか。（最大3つまで回
答）

複数回答

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

複数回答

23.5 
58.4 

13.7 
3.8 

0.6 
67.2 

8.5 
5.2 

9.2 
5.2 

3.9 
0.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

内容までよく知っている
意味はある程度わかる

名前しか知らない
聞いたことがない

無回答
報道機関（テレビ、新聞等）

国・地方公共団体
商工会、商工会議所

同業者団体（元請け含む）
金融機関

聞いたことがない
無回答

認
知
度

情
報
源

34.4 
19.7 

4.4 
13.7 

4.4 
11.5 

11.1 
0.8 

11.9 
11.7 

1.2 

0 10 20 30 40 50

（省エネ）省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用

（省資源）再生資源や未利用資源の利用、廃棄物削減等

（水資源）水使用量削減、排水管理

（森林資源）ペーパーレス化、緑化・植林

（環境負荷）グリーン調達、カーボンオフセット等

（雇用）女性や高齢者、障がい者等の多様な人材の雇用

（労働環境）研修の充実、働き方改革の実施

（貧困対策・健康福祉）フェアトレード、途上国支援

（地域貢献）防犯、防災、寄付、まちづくり

上記の取組みはしていない

無回答
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自社には関係がない

本業がおろそかになる

その他

よくわからない

無回答

- 4 -



≪問4≫

≪問5≫

カーボンニュートラル（温室効果ガスの排出量の削減ならびに吸収作用の保全及び強化）で取組
まれている施策は何ですか。（最大3つまで回答）

SDGsについて、外部機関（公的、民間問わず。）からどのようなサポートを期待しますか。（最大3
つまで回答）

調査内容の詳細をご覧になりたい方は、下記までご連絡ください。

さがみ信用金庫総合企画部 ： ＴＥＬ ０４６５－２４－３１６２
Ｅ-mailアドレス ： souki@sagami-shinkin.co.jp

（単位：％）

（単位：％）
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23.5 

4.0 

5.3 

7.7 

1.6 

1.6 

1.0 

13.6 

1.2 
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こまめな電源オフなど電気使用量の削減

カーボンニュートラルにつながる商品の開発

ごみの削減やリサイクルの推進

電気自動車等、ガソリン車以外の導入

太陽光発電等、再生可能エネルギーの導入

環境負荷の少ない原材料等の利用

温室効果ガスに関する行動目標の設定

脱炭素に関する研究や勉強会の実施

その他

取組んでいない

無回答
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12.4 

7.4 

19.8 

4.8 

7.4 

6.6 

7.4 

1.4 

14.6 

4.0 

0 10 20 30

経営者向け研修

従業員向け研修

自社取組みの認知度向上

省エネ対応

各種認証制度取得

働き方改革などの人事制度改定

多様な人材の雇用

資金調達

その他

利用したい支援はない

無回答

複数回答

複数回答
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